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歳入合計
45億6,925万円

決算議会
9月定例会

ように使われました　成果を認定

歳入（財源） 歳出（使いみち）

●令和元年度決算概要
一般会計の歳出は約40億9,769万円となり、平成30
年度と比べて４億1,700万円11.3％増となりました。
歳出の主なものは、憩うまち事業関連と新田住宅関
係の費用、保育所、児童館、学校、やすらぎ園等へ
のエアコン設置費用です。

地方交付税等
19億7,804万円
43.3％

町税
5億7,761万円
12.6％

国・県支出金
4億6,742万円
10.3％

町債
3億7,393万円
8.2％

分担金・負担金
使用料・手数料
1億7,629万円
3.9％

その他
9億9,596万円
21.7％

議会費
6,618万円
1.6％

総務費
7億6,360万円
18.7％

民生費
7億8,668万円
19.2％

衛生費
3億1,284万円
7.6％

農林水産費
2億4,097万円
5.9％

商工費
3億6,227万円
8.8％

土木費
3億8,235万円
9.3％

消防費
1億4,569万円
3.6％

教育費
4億6,243万円
11.3％

災害復旧費
1億4,569万円
3.6％

公債費
4億5,870万円
11.2％

支　出
食費（人件費） 68万円
医療費（扶助費） 25万円
光熱水費や生活消耗品など（物件費） 119万円
住宅の増改築（建設事業費） 68万円
住宅、車のローン返済（公債費） 56万円
子どもへの仕送り（他会計への繰出金等） 35万5千円
自治会費などへの支出（補助費等） 67万円
維持補修費他（災害復旧費他） 36万5千円
預貯金他（積立金他） 25万円

合　計　　500万円

収　入
給与収入（町税） 63万円
一時的な手当 

（譲与税、各種交付金、国・県支出金） 103万円
パート家賃収入

（分担金及び負担金、使用料及び手数料等） 19万5千円
預貯金の取り崩し（基金繰入金） 22万5千円
前年度からの繰越金（繰越金） 34万5千円
親からの交付（地方交付税） 216万5千円
住宅、車、生活資金のローン（町債） 41万円

合　計　　500万円

わがや　小海町家の　家 計 簿 　～小海町の令和元年度決算を
500万円の家計に例えると～　

歳出合計
40億9,769万円

小海町議会だより　№152 ２



国民健康保険
事業特別会計

歳入　5億3,501万円
歳出　5億 195万円

後期高齢者医療
特別会計

歳入　 7,592万円
歳出　 7,589万円

水道事業会計
（収益的収支）

歳入　 9,584万円
歳出　 8,558万円

各  会  計
特別会計
決  算  額

中学校組合会計決算額

歳入　1億5,833万円
歳出　1億2,271万円

介護保険事業
特別会計

歳入　6億5,195万円
歳出　6億4,114万円

令和元年度一般会計決算
　歳　入　45億6,925万円　　歳　出　40億9,769万円
　差引額　 4億7,156万円

土木費
・道路維持修繕費 4,021万円
・道路改良舗装費
 １億5,938万円

民生費
・ゲートボール場改修費用 

1,995万円
・社会福祉総務費
　（福祉医療他） 4,621万円
・出産祝金支給事業 820万円

商工費
・松原湖周遊遊歩道整備 927万円
・店舗改修等助成金 584万円

教育費
・小海小学校改修、エアコン設置工事費
 8,175万円
・本間十二社改修補助金
 216万円
・スケートセンターリンク修繕費 

1,857万円

災害復旧費
・災害復旧工事費 780万円
・農林施設災害復旧工事費
 6,500万円

〈一般会計〉

おもな使いみち
総務費
・憩うまち事業関連 3,087万円
・新田住宅関係事業 8,341万円
・大畑住宅関連事業 1,259万円

農林水産費
・産地パワーアップ事業 5,682万円
・耕作条件改善事業 3,680万円

消防費
・小型ポンプ積載車購入費 534万円
・消火栓ホース更新費 142万円

令和元年度　　町のお金はこの

町民１人当たり
876,325円
衛生費
・健診・各種予防接種 2,559万円
・ごみ収集委託費 3,471万円
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〇財政指数等について

　公債費比率は、交付税措置分を除いた元利償還金と標準財政規模の割合で、この比率は低

下傾向にあるが、まだ町債残高が基金残高より1,007,123千円ほど上回っているのが現状で

ある。

　自主財源及び依存財源の割合、実質収支比率並びに実質公債費比率は健全化傾向であり、

経常収支比率は、地方交付税が前年度より増えたため前年度比0.6％低い81.2％となった。

常に効率的な行政運営や町の果たすべき役割を踏まえ持続可能な財政運営のため、行政・財

政改革を着実に推進されたい。

⑵　収入未済額解消について

　全体的に収入未済額の増加が伺える。負担の公平と財源確保の観点から、税、保険料、使用料

等に収入未済額が発生することは極めて重要な問題である。

　大口滞納者の多くは多重滞納者であり、これらを減らすことが収入未済額を減らすことにつな

がると考える。債務者や滞納者の生活実態、財産調査を的確に行い、計画的で適正な徴収に心掛

け、収入未済額の圧縮に向けた適切な事務処理に努められたい。

⑶　施設の運営管理等について

（ア）観光交流センター八峰の湯については、営業努力もあり今年度約17万人の入場者とな

　　っており、松原湖高原の観光拠点施設として、また町民の健康増進施設として重要な役割

　　を果たしている。今後、合理的な経営によって一層の収支改善に努めると共に、中・長期

　　的な施設の改修計画など、より良い施設運営管理に努められたい。

（イ）美術館については、今年度の入場者数が6,944人で健闘しており、特に町のフォトコン

　　テストに3年間協力をいただいた著名な写真家、ハービー山口写真展では来館者の満足度

　　も高かったと思われる。また中学校をはじめ教育活動の一環として、教育普及活動を50

　　回行い学校教育に寄与している。今後施設の老朽化に伴い中期的な修繕計画の検討など適

　　切な施設管理に努められたい。

（ウ）松原湖高原スケートセンターについては、毎年多額な修繕費を要しており厳しい経営実

　　態となっているが、小海町にとっては長い歴史と地域文化としても親しまれているスケー

　　トであり、近年は特に国際大会、全国大会で松原湖高原スケートセンター出身者が活躍し

　　ています。今後冷凍機を始めとした諸対策など十分検討の上、万全を期されたい。

⑷　その他事業について

（ア）憩うまちこうみ事業は、令和２年３月現在協定企業は９社となり、リ・デザインセラピ

　　ーを担うセラピストも技術向上の研修会等を行い延べ30名が養成され、ツアープログラ

　　ムの構築も、豊富な町の資源環境を活用し具体的な進展がみられる。引続き受入れ体制の

　　整備、セラピストの知識・技術の向上、営業活動など対処されたい。

（イ）小学校の計画的大規模改修も平成29年から行い、校舎の外壁、屋根の改修、照明器具

　　のLED化、扇風機・エアコンの冷房設備等整備が行われ教育環境の形成が図られました。

　　また、国の推進する教育のIT化を取入れ、各教室への電子黒板、ノートパソコンの導入

　　等、ICT環境の整備が進んでいます。今後デジタル教科書、教材の普及に合わせ対処され

　　たい。
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１　審査の概要
⑴　審査の期間

　　・実地審査　　令和２年８月 3日(月)

　　・書面審査　　令和２年８月11日(火)、８月12日(水) 

⑵　審査の手続き

　この決算審査に当たっては、以下の点に主眼を置き、各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事

項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書について、決算計数及び執行状況の確

認・分析を行い、財政、資金運用、財産管理及び主要事業の各状況について、それぞれの関係諸

帳簿及び証書類との照合並びに実地審査を行うとともに、担当係から決算についての説明を聴取

し、併せて定期監査及び例月出納検査結果も考慮して実施した。

２　審査の結果
 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書並びに実

質収支に関する調書の計数はそれぞれの関係諸帳簿及び証書類と照合した結果、誤りのないもの

と認められた。

　予算の執行に関しては、目的を適正に達成するため内部統制の基、迅速で誠実かつ確実な事務

処理になお一層努力されたい。その内容は後述の意見・総括のとおりである。

３　意　見
⑴　総括的意見

〇歳入について

　町税は、全体として前年比19,006千円（3.4％）増加であり、地方消費税交付金は、対前

年度比4,920千円（5.3％）減であった。地方交付税は、対前年度比272,660千円（16.0％）

増、また国・県支出金は、前年度対比165,746千円増となり、いずれも台風19号災害による

ものである。繰越金は、対前年度比78,505千円（33％）増であり、これは平成30年度繰越

事業の普通繰越金208,298千円、一般財源分107,933千円によるものである。予算計上は今

後も過大に見込まないよう留意されたい。

　歳入全体としては、対前年度で572,324千円（14.3％）増となった。引き続き的確で適正

な歳入の確保に努められたい。

〇歳出について

　継続事業に加え、憩うまちこうみ事業施設整備工事、大畑町営住宅解体及び宅地造成工

事、ゲートボール場整備、保育所・小学校へのエアコン設置、松原湖遊歩道整備、スケート

センターの計画的改修整備など身近な生活環境の整備が実施された。

　引続き総合戦略の目標達成に向け、経済対策、若者定住促進、安全安心な町づくり、町民

が健康で豊かな暮らしができる支援等限られた財源を有効に活用し、事業効果を検証しつつ

積極的に進められたい。

令和元年度歳入歳出決算審査意見書

監査委員　新　井　　進　一

監査委員　有　坂　　辰　六
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令
和
２
年
小
海
町
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
日
か
ら
９
月
18

日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
制
定
及
び
改

正
案
３
件
、
補
正
予
算
案
３
件
、
決
算
認
定
５
件
の
合
計
11
件
で
審

議
が
行
わ
れ
す
べ
て
の
案
件
が
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
町
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。

全員賛成で承認令和２年度一般会計補正予算（第４号）

５億1,412万円を追加補正　総額52億6,305万円

258万円を減額補正　総額５億2,841万円
全員賛成で可決

令和２年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

981万円を追加補正　総額７億1,191千円
全員賛成で可決

令和２年度介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
町

議
会
議
員
及
び
小
海
町
長
選
挙
の
選

挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
、
ビ
ラ
の

作
成
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
選
挙

公
営
の
対
象
と
な
り
新
規
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
促
進
も
含
め
、
南
佐
久
郡

内
の
住
民
の
入
浴
料
を
大
人
500
円
、

子
供
200
円
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成
で
可
決

　
水
道
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
５
年
ご
と

の
更
新
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
改
正
で
す
。
　
全
員
賛
成
で
可
決

９月議会 第３回定例会で
こんなことが決まりました

９月議会 第３回定例会で
こんなことが決まりました

【歳出の主なもの】
●コロナ予防対策備蓄品 2,013万円
●コロナ対応町民応援・地域経済回復商品券支給事業 6,885万円
●支え合いマップシステム事業 495万円
●経営継続支援金（農業者分） 1,500万円
●農林施設災害復旧工事請負費（中村・宮下頭首工） 8,880万円

条
例
改
正
等

小
海
町
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に

小
海
町
議
会
議
員
及
び
小
海
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

小
海
町
松
原
湖
高
原
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
衆
参
両

議
長
、
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

●
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学
級
推

進
と
教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る

陳
情
書

　
全
員
賛
成
で
採
択
し
、
衆
参
両

議
長
、
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

●
﹁
へ
き
地
教
育
振
興
法
に
鑑
み
、

へ
き
地
手
当
等
支
給
率
を
近
隣
県

並
み
の
水
準
に
戻
す
こ
と
﹂
を
長
野

県
知
事
に
求
め
る
陳
情
書

　
賛
成
多
数
で
採
択
し
、
長
野
県

知
事
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

詳
細
は
18
ペ
ー
ジ
か
ら

●
渡
辺
均
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧

告
決
議
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

●
井
上
一
郎
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧

告
決
議
に
つ
い
て

　
可
否
同
数
　
議
長
裁
決
で
可
決

陳
　
　
情

決
　
　
議
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有
坂
　
辰
六

第３回定例会で賛否が分かれた議案
（議員氏名）

（議案名等）

古
谷
　
恒
晴

渡

辺

　

均

井
出
　
幸
実

井
上
　
一
郎

小
池
　
捨
吉

篠
原
　
義
從

的
埜
美
香
子

井

出

　

薫

新
津
　
孝
徳

鷹
野
弥
洲
年

議

長

職

篠
原
　
伸
男

（○は賛成　×は反対）

陳情第７号　へき地教育法に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを
長野県知事に求める陳情書
発議第６号　へき地教育法に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを
求める意見書

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●
憩
う
ま
ち
事
業
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
、
現
在
は
さ
と
ゆ

　
め
に
委
託
さ
れ
て
い
る
た
め
歳
計
外
処
理
を
し
て
い
る
が
、

　
事
業
実
施
主
体
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
歳
計
現
金
等

　
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
憩
う
ま
ち
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
運
営
体
制
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町

と
し
て
は
、
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
新
た

な
団
体
を
設
立
し
て
、
こ
の
事
業
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う

に
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
さ

と
ゆ
め
へ
の
委
託
が
終
わ
る
来
年
度
当
初
設
立
に
向
け
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
松
原
湖
高
原
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た
り
、
コ

　
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
開
館
と
は
な
る
が
、
入
館
者
、
従
業
員

　
共
に
し
っ
か
り
と
し
た
感
染
防
止
対
策
を
行
い
運
営
す
る

　
と
共
に
安
心
、
安
全
な
温
泉
と
し
て
情
報
発
信
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、

信
州
版
「
新
た
な
日
常
の
す
す
め
」
に
基
づ
い
て
、
感
染

拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
、
入
館
者
、
従
業

員
の
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、
安
心
安
全
な
施

設
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

各
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

予
算
決
算
常
任
委
員
会
か
ら
の
要
望

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
鞍
掛
豆
豆
腐
を
中
心
と
し
た
加

　
工
品
製
造
の
取
り
組
み
に
あ
た
り
、
材
料
が
足
り
な
い
と

　
い
う
こ
と
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
農
業
振
興
を
図
り
、
生
産
者

　
数
や
作
付
面
積
の
増
に
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
作
付
農
家
と
の
情
報
交
換
を
密
に
取
り
な
が
ら
選
別
段

階
の
労
力
の
軽
減
、
豆
腐
な
ど
加
工
品
の
販
売
促
進
、
ま

た
新
た
な
商
品
開
発
等
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

買
取
価
格
の
適
正
化
に
よ
る
生
産
者
の
栽
培
意
欲
の
向
上

と
生
産
量
の
増
加
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ

　
ス
事
業
所
の
通
所
介
護
費
等
の
請
求
単
位
数
が
本
来
の
報

　
酬
区
分
の
２
区
分
上
位
で
算
定
さ
れ
る
取
扱
い
に
つ
い
て
、

　
利
用
者
負
担
の
増
額
分
を
町
で
補
助
す
る
な
ど
の
対
応
を

　
検
討
さ
れ
た
い
。

○
町
長

　
制
度
の
内
容
な
ど
実
態
を
調
査
・
研
究
し
、
他
市
町
村

の
状
況
も
踏
ま
え
て
検
討
い
た
し
ま
す
。
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議案質疑

農
業
経
営
継
続
支
援
事
業
と
は

A Q
商
工
関
係
の
経
営
継
続
支
援
金
の
農
業
者

版
で
す
。
前
年
度
の
売
り
上
げ
が
10
％
か

ら
30
％
未
満
の
場
合
は
20
万
円
、
30
％
以

上
50
％
未
満
の
場
合
に
は
30
万
円
を
支
給

す
る
も
の
で
申
請
期
間
は
２
月
末
ま
で
で

す
。

？

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
は

A Q
地
区
ご
と
の
自
主
避
難
計
画
マ
ッ
プ
と
併

せ
、
社
協
、
社
会
福
祉
係
、
保
健
係
で
情

報
共
有
し
て
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。
要
援

護
者
の
台
帳
の
デ
ー
タ
化
を
進
め
る
事
業

で
す
。

？

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
選

挙
運
動
用
の
自
動
車
、
ビ
ラ
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
公
費
の
対
象

に
な
っ
た
が
、
供
託
金
は

A Q
町
議
会
議
員
の
選
挙
も
供
託
金
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
金
額
は
15
万
円
で
す
。

？

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
観
光
応
援
事

業
と
は

A Q
Ｏ
Ｓ
Ｊ
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
際
参
加
者
が
松

原
湖
周
辺
の
宿
泊
所
に
泊
ま
る
た
め
１
人

つ
き
５，

０
０
０
円
の
補
助
を
す
る
も
の

で
す
。

？

新
型
コ
ロ
ナ
学
生
応
援
事
業
と

は

A Q
親
元
を
離
れ
て
い
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
マ

ス
ク
な
ど
の
衛
生
用
品
と
特
産
品
を
贈
る

事
業
で
す
。
親
御
さ
ん
の
申
請
に
よ
り
発

送
し
ま
す
。

？
新
型
コ
ロ
ナ
応
援
通
学
バ
ス
は

い
つ
ま
で
運
行
す
る
の
か

A Q
第
２
波
が
き
て
い
る
状
況
の
中
３
密
を
控

え
る
為
、
２
学
期
末
ま
で
予
定
し
て
い
ま

す
。

？

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
減
債
基
金
の

積
み
立
て
の
訳
は

A Q
繰
上
償
還
の
原
資
と
す
る
た
め
と
財
政
対

策
の
た
め
に
許
さ
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債

の
返
済
金
に
回
す
た
め
積
み
立
て
を
し
て

い
ま
す
。

※

減
債
基
金
と
は

債
券
の
償
還
に
そ
な
え
て
債
券
を
発
行

し
て
い
る
う
ち
か
ら
一
定
の
金
額
を
積

？

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
４
号
︶
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
国
保
税
、

介
護
保
険
料
の
減
免
も
あ
る
が
、

商
工
関
係
も
含
め
コ
ロ
ナ
対
策

の
相
談
窓
口
を
一
本
化
し
た
ら

ど
う
か

A Q
役
場
内
で
連
携
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

？

小
海
町
議
会
議
員
及
び
小
海
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

森
林
組
合
か
ら
の
出
資
配
当
金

率
６
％
と
は

A Q
森
林
組
合
の
事
業
量
増
に
よ
り
組
合
員
の

皆
さ
ん
へ
も
町
へ
も
配
当
金
が
５
％
か
ら

６
％
に
な
り
ま
し
た
。

？

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶
関
係

み
立
て
る
も
の

※

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

地
方
債
の
一
種
。
地
方
交
付
税
と
し
て

交
付
さ
れ
る
財
源
が
不
足
し
た
場
合
に

地
方
交
付
税
の
額
を
減
ら
し
て
そ
の
穴

埋
め
と
し
て
地
方
公
共
団
体
自
ら
地
方

債
を
発
行
さ
せ
る
制
度
。
償
還
に
要
す

る
費
用
は
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
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令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
決
算
関
係
関
係

議案質疑

都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料
と

は

A Q
人
口
、
産
業
、
土
地
利
用
、
建
物
、
交
通
、

地
価
、
土
地
の
価
格
を
調
査
し
５
年
ご
と

に
調
査
す
る
も
の
で
す
。

？

親
沢
と
大
畑
の
移
住
体
験
施
設

は

A Q
親
沢
は
整
備
が
済
み
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
外
部
か
ら
の
皆
さ
ん
は
来
て
お
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま
で
難
し

い
状
況
か
と
思
い
ま
す
。
大
畑
は
補
助
金

の
交
付
決
定
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ
か
ら
所

有
者
と
交
渉
し
物
件
を
取
得
し
整
備
に
向

け
て
行
き
ま
す
。

？

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
全

て
の
教
室
に
完
了
し
た
の
か

A Q
家
庭
科
室
、
音
楽
室
、
理
科
室
、
図
書
室

等
が
ま
だ
で
す
。
来
年
度
以
降
の
予
算
で

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

？

旧
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
水

質
検
査
は
い
つ
か
ら
や
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
ど
う
し
て
始
め

た
の
か

A Q
溝
の
原
区
及
び
本
間
区
の
要
望
に
よ
り
町

債
で
令
和
元
年
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
の
上
流
と
下
流
で
始
め
ま
し
た
。

？

高
校
生
模
擬
議
会
の
成
果
は
、

ま
た
中
学
生
模
擬
議
会
も
開
催

し
た
ら
ど
う
か

A Q

？

通
学
路
が
暗
い
と
い
う
質
問
に
対
し
早
速

調
査
し
、
高
校
周
辺
の
外
灯
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
す
。
ま
た
中
学
生
模
擬
議
会
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
関
係

移
動
販
売
車
の
状
況
は
。
当
初
の

予
定
よ
り
厳
し
い
と
聞
く
が
。
交

通
政
策
審
議
会
で
は
来
年
よ
り
ワ

ゴ
ン
車
を
増
や
し
て
買
物
支
援
も

考
え
て
い
る
よ
う
だ
が

A Q
移
動
販
売
車
が
来
て
く
れ
た
ら
い
い
よ
と

い
う
人
、
出
か
け
て
買
い
物
し
た
い
人
、

両
方
お
り
ま
す
の
で
ど
ち
ら
も
並
行
し
て

や
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。 ？

観
光
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
、
紅
葉

ウ
ォ
ー
ク
、
氷
上
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
、
星
祭
り
、
フ
ォ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
補
助
金
の
監

査
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

A Q
監
査
委
員
は
置
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
議
の
折
に
収
支
の
報
告
を
し
て

承
認
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

？

林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

A Q
森
林
組
合
か
ら
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
町

内
の
造
林
事
業
の
推
進
と
林
地
台
帳
の
登

録
整
備
作
業
の
準
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

？

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
補

助
に
つ
い
て
、
脳
ド
ッ
ク
は
こ

の
と
こ
ろ
補
助
が
０
件
だ
が

A Q

？

ど
ち
ら
も
３
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
が

人
間
ド
ッ
ク
は
１
年
に
１
回
、
脳
ド
ッ
ク

は
５
年
に
１
回
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
脳

ド
ッ
ク
の
方
が
単
価
が
高
い
の
で
利
用
さ

れ
る
方
が
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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宅老所ねむの木　利用者さんを出迎えているところ

か
所
竣
工
。
中
村
と
宮
下
の
頭
首

工
災
害
は
、
工
事
費
が
大
き
く
、

未
着
手
。
林
道
災
害
は
、
２
か
所

あ
り
、
１
か
所
竣
工
。
こ
れ
ら
の

完
全
復
旧
は
、
次
年
度
以
降
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
工
事
完
了
前
の
台
風

再
来
に
対
し
て
は
、
被
災
を
で
き

る
だ
け
避
け
る
努
力
を
受
注
者
に

お
願
い
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
ね
む
の
木
へ
伺
う
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
明
る
い

笑
顔
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
地
域
密
着
型
通
所

　

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
感
染
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
問

題
に
つ
い
て
の
町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
感
染
対
策
と
し
て
役

場
で
は
消
毒
用
ジ
ェ
ル
や
ク
リ
ヤ

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
り
、
町
民
の

皆
様
に
回
覧
等
で
広
報
し
て
お
り

ま
す
。
感
染
者
に
対
す
る
誹
謗
中

傷
を
さ
せ
な
い
た
め
に
ポ
ス
タ
ー

を
制
作
し
、
広
く
町
民
の
皆
様
に

情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

介
護
施
設
に
つ
い
て
町
に
何
か
所

く
ら
い
あ
り
、
利
用
者
数
は
ど
の

く
ら
い
で
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
か
。
職
員
は
ど

ん
な
方
々
で
、
数
年
後
団
塊
の
世

代
の
方
の
利
用
が
予
想
さ
れ
る
中
、

人
手
不
足
等
の
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
町
の
地
域
密
着
型
通

所
施
設
は
、
ね
む
の
木
と
や
す
ら

ぎ
園
の
２
か
所
で
す
。
利
用
者
数

は
、
６
月
現
在
で
合
計
95
名
。
サ

ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は
、
食
事
・

入
浴
・
排
泄
な
ど
の
日
常
生
活
動

作
支
援
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

で
す
。
施
設
の
職

員
は
、
管
理
者
・

生
活
相
談
員
・
介

護
職
員
等
で
す
。

福
祉
人
脈
に
つ
い

て
は
、
慢
性
的
に

人
手
不
足
で
、
常

に
募
集
し
て
い
る

状
況
で
す
。
団
塊

の
世
代
の
皆
さ
ん

へ
の
対
応
と
し
て

は
、
施
設
・
設
備

・
内
容
等
十
分
検

討
し
、
充
実
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

井上　一郎議員

一
　
般
　
質
　
問

　
　
昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
り
我

が
町
に
も
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
、
一
刻
も
早
い
復
旧
復
興
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
復
旧

工
事
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
工
事

完
了
前
に
台
風
が
再
来
し
た
場
合

へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
河
川
災
害
、
道

路
災
害
を
合
わ
せ
た
公
共
災
害
は
、

13
か
所
で
６
か
所
ほ
ぼ
終
了
。
残

り
は
、
12
月
末
ま
で
に
は
竣
工

︵
工
事
完
了
︶
予
定
。
農
地
災
害

は
24
か
所
あ
り
13
か
所
竣
工
。
農

業
施
設
災
害
は
、
12
か
所
あ
り
４

　

介護施設状況は

町民課長　充分検討し充実を図ります

問

答

問

問

町
民
課
長

産
業
建
設
課
長

問

町
民
課
長
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台
風
19
号
災
害
に
つ
い
て

町
の
介
護
施
設
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
へ
の

対
応
に
つ
い
て



ＰＣＲ検査　しんぶん赤旗提供

　　
　
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
大
正
７
年

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
長
野
県
内
で

は
62
万
人
の
患
者
、
死
者
が
６
０

０
０
人
余
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

当
時
、
マ
ス
ク
の
使
用
、
う
が
い
、

手
洗
い
の
励
行
、
人
込
み
を
避
け

る
な
ど
の
通
告
を
繰
り
返
し
て
い

た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
は
潜
伏
期
間
が

長
く
、
無
症
状
感
染
者
が
感
染
さ

せ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な
い
感

　

ず
小
海
町
か
ら
。

　
　
　
小
海
分
院
に
つ
い
て
も
、

近
い
将
来
に
は
厳
し
い
と
い
う
ご

返
事
で
し
た
。
そ
う
い
う
機
関
を

勉
強
し
た
り
関
係
者
と
の
相
談
の

中
で
実
現
可
能
な
の
か
模
索
す
る

つ
も
り
で
す
が
、
今
ど
う
だ
と
い

う
返
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
今
、
自
治
体
独
自
の

補
助
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
東

京
の
世
田
谷
区
、
京
都
で
は
妊
産

婦
に
、
南
牧
村
で
も
、
県
外
か
ら

の
帰
省
時
に
な
ど
、
町
で
も
妊
産

婦
や
高
齢
者
な
ど
、
希
望
す
る
人

た
ち
に
補
助
事
業
実
現
を
要
望
し

ま
す
。

染
症
で
感
染
者
を
隔
離
・
保
護
す

る
し
か
有
効
な
対
策
は
な
い
。
感

染
者
を
徹
底
的
に
隔
離
・
保
護
す

る
に
は
検
査
を
や
る
し
か
方
法
は

な
い
﹂
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
佐
久
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
情
は
ク
ラ
ス
タ

ー
が
起
き
た
時
に
対
応
し
た
い
と
、

過
度
な
検
査
は
町
の
方
と
し
て
も

避
け
て
頂
き
た
い
と
の
ご
返
事
で

す
。

　
　
国
の
施
策
は
、
濃
厚
接
触
者

や
感
染
が
強
く
疑
わ
れ
る
方
だ
け

を
対
象
に
検
査
が
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
と

不
安
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

若
月
語
録

﹁
市
立
大
町
総
合
病
院

で
も
、
無
症
状
感
染
者

検
査
受
け
入
れ
﹂
と
報

道
さ
れ
て
い
た
。
佐
久

病
院
、
小
海
分
院
で
も

努
力
を
お
願
い
し
、
民

間
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
関

へ
の
依
頼
調
査
を
、
ま

　 町
長

教
育
次
長

一
　
般
　
質
　
問

　
　
最
初
に
、
町
施
設
を
利
用
す

る
際
の
対
応
は
。

　　
入
り
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
こ
ま
め
な
手
洗

い
、
朝
の
検
温
、
運
動
系
の
大
会

は
中
止
、
文
科
系
は
蜜
を
避
け
る

た
め
会
場
の
変
更
と
参
加
人
数
を

半
分
に
、
学
校
も
運
動
会
の
規
模

を
縮
小
、
修
学
旅
行
も
行
く
先
を

変
更
し
て
。
な
ど
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

町長　検査する理由をクリアしなければならない

問

答

問

町
長

町
の
新
型
コ
ロ
ナ感染

対
策
は

100
年
前
と
取
り
組
が
同
じ

予
防
と
し
て
のＰＣ

Ｒ
検
査
を

井
出
議
員

問

子
育
て
支
援
課
長

問

PCR検査補助事業を町も考える必要がある

教
育
長

井出　薫議員

「
予
防
は
治
療
に
勝
る
」
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
補
助
事
業
を



チャレンジ支援事業で開発されたシソビールと火口餅

に
お
考
え
で
す
か
。

　
　
　
書
類
や
色
々
な
事
に
目
を

通
し
て
い
ま
す
。
法
令
順
守
し
な

が
ら
、
そ
の
施
策
に
合
っ
て
い
る

か
を
見
極
め
て
い
く
の
が
私
の
仕

事
の
一
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
職
員
が
働
き
や
す
い

よ
う
に
縦
横
ス
ム
ー
ズ
は
大
切
だ

が
、
そ
こ
に
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
機

能
が
な
け
れ
ば
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
は

成
り
立
た
な
い
。
組
織
の
維
持
に

は
指
示
・
命
令
・
監
督
が
不
可
欠

で
す
。
組
織
の
意
思
決
定
は
町
長

等
の
決
裁
に
よ
り
決
ま
り
、
担
当

者
も
安
心
し
て
事
業
を
推
進
で
き

　

た
お
餅
も
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
特
産
品
開
発
は
一
朝
一
夕
で

出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
試
行
錯

誤
の
繰
り
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。

渉
外
戦
略
係
が
こ
う
い
う
食
品
開

発
を
目
指
す
人
達
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
、
協
働
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
肝
要
で
は
な
い
で
す
か
。
予

算
付
け
も
必
要
で
あ
り
、
腹
据
え

て
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
力
強
い
応
援
を
頂
い

た
と
思
い
ま
す
。
町
が
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
小
海
の
特

産
品
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
が
、
課
等
の
長
は
必
ず
監
督
、

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

法
治
国
家
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

は
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
維
持
し

て
い
く
管
理
体
制
が
ガ
バ
ナ
ン
ス

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
念
頭
に
お
い

て
町
政
の
執
行
を
望
み
ま
す
。

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
の
成

果
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
予
算
額
の
半
分
程
で

し
た
が
、
何
か
を
や
り
た
い
人
に

は
画
期
的
な
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
特
産
品
開
発

等
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
成
果
品

が
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
　
　
　
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
と
し

て
シ
ソ
ビ
ー
ル
が

作
ら
れ
、
八
峰
の

湯
等
で
販
売
さ
れ

ま
し
た
。
又
、
ゴ

ン
ボ
ッ
パ
を
使
っ

　

町
長

町
長

一
　
般
　
質
　
問

　
　
小
海
町
と
い
う
組
織
を
ど
の

よ
う
に
統
率
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
課
長
、
係
長
、
職
員
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
が
町
の
発
展

に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
一
人
一
人

が
自
覚
し
、
町
の
為
に
働
く
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
、
個
人
面
談

を
行
い
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
　
町
職
員
は
公
務
員
と
し
て
の

倫
理
・
知
識
が
求
め
ら
れ
る
が
、

最
近
、
首
を
傾
け
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
。

町
長
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

　

指示・命令・監督でガバナンス確立を！！

町長　個人面談で意思の疎通を図ります

問

答

問

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
で

特
産
品
の
促
進
を
!!

問

篠
原
議
員

問

問

問

総
務
課
長

篠原　伸男議員

総
務
課
長

総
務
課
長
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ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
と
い
っ
た

記
事
も
少
な
く
な
く
、
労
働
者
の

働
き
方
に
も
変
化
が
見
え
て
い
ま

す
。
新
規
農
業
従
事
者
に
は
、
就

農
支
援
金
と
い
っ
た
国
の
制
度
が

あ
り
ま
す
が
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
国
、

県
に
お
い
て
も
考
え
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
普
段
の
働
き
方
改

革
と
は
違
う
の
で
す
。
町
で
も
こ

こ
は
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
受
け
入
れ

の
準
備
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
も
多
子
世
帯
へ
の
助
成
、

学
生
へ
の
奨
学
金
等
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
町
に
戻
っ
て
く

る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
は
違
い
ま
す
。
現
に

　

　
　
　
　
　
対
応
が
遅
れ
た
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
担
当
者
と
考
え

方
を
ま
と
め
て
管
理
を
し
て
い
き

ま
す
。

家
族
で
帰
っ
て
く
れ
ば
、
人
口
は

増
え
、
子
供
の
数
も
多
く
な
り
即
、

色
々
な
施
策
の
実
績
と
な
る
の
で

す
。
し
か
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え

て
町
に
戻
っ
て
も
今
ま
で
の
収
入

が
あ
る
か
と
の
思
い
で
す
。
町
長

に
伺
い
ま
す
。

　
　
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
農
業
に
従
事

す
る
若
者
に
是
非
支
援
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
農
業
は
我
が
町
の
基
幹
産

業
で
す
。
様
々
な
補
助
金
等
を
調

査
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
各
集
落
に
農
業
従
事

者
が
い
て
荒
廃
農
地
を
防
ぎ
文
化

の
継
承
も
し
て
地
区
の
維
持
を
図

る
。
こ
れ
も
行
政
の
大
き
な
目
標

で
あ
り
ま
す
。

　
　
町
営
住
宅
の
管
理
及
び
環
境

整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
南
町

に
新
築
し
た
単
身
用
の
住
宅
は
、

内
容
も
す
ば
ら
し
く
全
室
入
居
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
周
り
の
草

が
伸
び
気
に
な
り
ま
す
。
他
の
町

営
住
宅
も
含
め
管
理
方
法
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
に
翻
弄

さ
れ
て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
冬
を

迎
え
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
と

な
り
、
ま
す
ま
す
国
民
は
不
安
を

増
大
し
て
の
闘
い
と
な
る
で
し
ょ

う
。
東
京
一
極
集
中
を
考
え
直
す

機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
長
野
県
も
、

県
内
に
本
社
機
能
を
移
転
し
た
企

業
に
対
す
る
助
成
金
を
拡
充
す
る

方
針
を
示
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
、
拡
大
な
ど
の
影
響
で

地
方
移
転
を
検
討
す
る
企
業
に
対

応
、
助
成
対
象
も
広
げ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
仕
事
を
失

っ
た
人
は
五
万
人
を
超
え
、
更
に

増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
人

達
が
ま
る
で
畑
違
い
の
農
家
で
ア

　

Ｕターンで農業に従事する若者に支援を

町長　様々な補助金等を精査して検討する

問

答

問

町
民
課
長

問

新津　孝徳議員

新
津
議
員

新
津
議
員
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介護予防教室「はつらつ健康体操教室」

介護予防教室「二輪草の会」　文化祭に向けて作品作り

５
名
、
要
介
護
２
が
６
名
、
要
介

護
３
が
３
名
、
要
介
護
４
が
３
名

と
い
う
数
字
で
す
。

　
　
現
在
町
で
実
施
し
て
い
る
予

防
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
主
な
も
の
は
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
気
軽
に
お
話
が
で

き
る
﹁
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
﹂
10

回
ほ
ど
実
施
、
参
加
人
数
延
べ
115

名
、
体
操
・
音
楽
療
法
・
手
芸
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
頭
の
体
操

等
を
取
り
入
れ
た
介
護
予
防
事
業

二
輪
草
の
会
実
施
、
３
グ
ル
ー
プ

で
66
回
開
催
、
参
加
人
数
延
べ
899

名
、
徘
徊
の
リ
ス
ク
の
あ
る
方
の

　

業
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
調
査

研
究
承
っ
て
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
徘
徊
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
事

故
な
ど
が
原
因
で
家
族
に
損
害
賠

償
の
請
求
が
さ
れ
る
事
態
に
対
応

で
き
る
、
認
知
症
専
用
保
険
が
あ

る
そ
う
で
す
が
、
町
が
加
入
し
て

認
知
症
対
策
の
１
つ
と
し
て
頂
き

た
い
が
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
。

　　
　
　
前
向
き
に
検
討
を
し
ま
す
。

﹁
こ
こ
よ
ネ
ッ
ト
﹂
の
開
設
、
こ

れ
は
本
人
の
情
報
・
家
族
・
特

徴
・
顔
写
真
等
の
情
報
を
登
録
す

る
も
の
で
現
在
６
名
の
方
が
登
録

し
て
い
ま
す
。

　
　
認
知
症
を
早
期
発
見
し
適
切

な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
町

の
検
診
の
中
で
早
期
発
見
の
検
査

を
実
施
し
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　
本
人
で
は
な
く
、
周
り
が

判
断
す
る
と
い
う
事
が
重
要
に
な

っ
て
こ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
事

　

町
長

町
民
課
長

町
長

井出　幸実議員

一
　
般
　
質
　
問

　
　
日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
寿
命
を
手
に
入
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
大
き
く
立

ち
は
だ
か
っ
て
い
る
の
が
、
熟
年

時
代
の
生
き
が
い
を
脅
か
す
最
大

の
脅
威
が
認
知
症
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
認
知
症
の
説
明
と
要
介

護
度
別
で
人
数
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
が
約
50
％
、
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
が
約
15
％
、
脳
血
管
性

認
知
症
が
約
15
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

令
和
元
年
度
に
介
護
保
険
の
申
請

さ
れ
た
方
は
18
名
お
り
ま
し
て
、

要
支
援
１
が
１
名
、
要
介
護
１
が

　

町で認知症専用保険の加入を

町長　前向きに検討していきます

問

答

問

問

町
民
課
長

問

問
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的埜　美香子議員

旧リサイクルセンター現在の様子

一
　
般
　
質
　
問

区
民
の
皆
様
か
ら
は
旧
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
や

残
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
を
ま
ず
片

付
け
て
も
ら
い
た
い
。
町
の
責
任

は
。
地
震
や
災
害
時
の
不
安
。
進

入
路
と
し
て
車
の
台
数
、
騒
音
、

地
下
水
汚
染
な
ど
を
心
配
す
る
ご

意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
町
長
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

見
た
と
き
に
、
何
が
問
題
だ
っ
た

と
考
え
ま
す
か
。

　
　
　
上
村
建
設
の
倒
産
で
す
。

終
末
処
理
場
を
造
り
た
い
と
い
う

業
者
の
実
態
、
方
法
等
を
よ
う
や

く
つ
か
め
た
段
階
で
す
。
今
指
摘

　

　
　
３
月
の
全
協
で
産
廃
処
理
と

建
物
の
処
分
を
新
た
な
処
理
場
整

備
と
併
せ
て
処
分
し
て
く
れ
る
業

者
が
見
つ
か
っ
た
と
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
地
区
説
明
会

で
は
ど
の
様
な
説
明
が
さ
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
溝
の
原
区
、
本
間
区
、

佐
久
穂
町
隣
接
区
の
三
地
区
で
企

業
側
か
ら
最
終
処
分
場
及
び
焼
却

炉
の
規
模
、
施
設
建
設
の
プ
ロ
セ

ス
、
地
元
区
及
び
町
に
貢
献
で
き

る
点
、
懸
念
さ
れ
る
点
に
つ
い
て

の
対
応
な
ど
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
れ
た
数
々
の
問
題
に
お
答
え
し

不
安
等
々
が
残
ら
ぬ
よ
う
、
こ
の

事
業
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
一
旦
事
業
を
始
め
る

と
、
稼
働
し
続
け
る
た
め
に
、
町

外
か
ら
ど
ん
ど
ん
持
ち
込
ま
れ
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー
で
町
や
地
区
が
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
う
ち
は
、
色
々
問

題
が
あ
っ
た
も
の
の
、
協
定
を
締

結
し
な
が
ら
も
対
処
し
て
き
た
。

し
か
し
、
三
セ
ク
が
解
消
さ
れ
、

目
が
行
き
届
か
な
く
な
り
、
そ
の

後
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
が

出
て
き
た
。
そ
う
い
う
こ
と

が
こ
れ
ま
で
の
問
題
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
旧
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
残
さ
れ
た
産
廃
の
処
理

だ
け
を
お
願
い
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
か
。

　
　
　
町
単
独
で
と
な
る
と

更
な
る
調
査
が
必
要
で
す
。

基
本
は
住
民
の
皆
様
の
お
話

を
じ
っ
く
り
お
聞
き
し
、
実

行
な
さ
る
会
社
が
全
て
を
ク

リ
ア
し
た
時
点
で
、
あ
の
ご

み
は
片
付
け
た
い
。
単
費
で

と
な
れ
ば
、
議
会
で
も
論
議
し
て

い
た
だ
き
、
町
の
施
策
と
し
て
進

め
て
い
く
一
歩
に
な
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
町
が
産
廃
の
持
ち
込

み
を
認
め
た
ツ
ケ
で
は
な
い
か
。

最
終
処
分
場
は
間
違
い
な
く
町
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
。
旧
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
町
が
責
任

を
持
っ
て
処
分
を
し
、
今
後
新
た

な
産
業
廃
棄
物
は
持
ち
込
ま
な
い

方
針
で
進
め
る
べ
き
だ
。

残された産廃の処理だけをお願いできないか

町長　町単独でとなるとさらなる調査が必要です

問

答

問

的
埜
議
員

町
長

町
長

旧
小
海
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
産
廃
処
分
場
）に
つ
い
て

問町
民
課
長

問

的
埜
議
員
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総
務
課
長
の
公
務
員
法
や
地

方
自
治
法
を
逸
脱
す
る
行
為
に
対

し
、
処
分
し
た
の
か
。

　
　
　
厳
重
注
意
を
文
書
で
実
施
。

　
　
法
規
違
反
は
、
職
員
の
問
題

以
前
に
、
指
導
側
の
責
任
が
大
き

い
、
指
導
上
の
責
任
を
取
る
必
要

は
な
い
の
か
。

　
　
　
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
町
民
は
、
こ
の
問
題
を
新
聞

で
知
っ
た
と
い
う
方
が
多
い
。
町

　

が
直
接
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
私
の
ほ
う
か
ら
発
表
す
る

必
要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
条
例
に
町
民
利
用
が
明
記
さ

れ
た
。
町
民
は
ど
う
使
っ
た
ら
い

い
の
か
。

　
　
　
　
　
使
い
方
は
町
民
が
自

由
に
お
考
え
頂
け
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
総
合
的
に
ま
と
め
る
の
が

役
場
で
、
そ
の
よ
う
な
形
で
進
め

た
い
。

①
残
渣
処
理
を
、
溝
の
原
や
本
間

地
区
の
振
興
計
画
と
し
て
考
え
る
。

　
　
　
そ
う
い
う
形
で
進
め
ま
す
。

②
検
討
委
員
会
を
設
立
、
地
区
の

振
興
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。

③
そ
れ
を
業
者
に
示
し
公
募
、
業

者
に
は
、
農
業
振
興
や
住
民
福
祉

に
貢
献
し
て
い
る
方
も
い
る
。

　
　
　
ま
だ
業
者
選
定
の
段
階
で

は
な
い
。
透
明
性
を
大
に
し
て
、

関
係
者
の
納
得
を
得
て
進
め
た
い
。

④
ゴ
ミ
も
地
産
地
消
が
基
本
だ
が

収
支
も
必
要
。
産
業
振
興
策
と
し

て
捉
え
る
必
要
も
あ
る
。

　
　
　
大
き
な
問
題
で
、
そ
の
時

点
で
、
と
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　
　
町
民
が
自
由
に
使
え
ば
い
い
、

と
い
う
の
は
、
無
責
任
な
考
え
方

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
こ
の
施
設
は
、
憩
う

町
こ
う
み
事
業
で
整
備
し
た
も
の

で
す
が
、
町
民
除
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　
　
　
私
は
、
町
民
利
用
に

つ
い
て
至
ら
な
か
っ
た
、
と
思
い

ま
す
。

　
　
委
員
長
と
し
て
、
推
進
力
の

あ
る
内
外
の
実
践
者
を
交
え
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
生
活
弱
者
や

障
が
い
者
の
支
援
活
動
な
ど
に
取

り
組
む
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
長
野
支
部
の

活
動
を
町
は
応
援
で
き
な
い
か
。

　
　
　
慎
重
か
つ
丁
寧
に
、
議
論
、

審
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
︵
町
外
の
︶
第
三
者
を
交
え
、

国
の
予
算
と
町
の
補
助
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
有
効
な
事
業
に
な
る
。

　

町
長

町
長

問 渡
辺
議
員

問

総
務
課
長

問

一
　
般
　
質
　
問

町長　もちろん、その形で進めています

問

答

問町
長

総
務
課
長

町
長

町
民
は
、
た
ぬ
き
や
を

ど
う
使
う
の
か
？

駅
前
再
整
備
は
実
践
者
で

推
進
力
を
担
保
す
る

問

産廃処理は、地区振興の中で取り組むべき

渡辺　均議員

問

問

町
長

町
長

溝
の
原
の
産
廃
処
理
の
進
め
方
！

町
長

町
長

信
賞
必
罰
の
人
事
政
策
を
！
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五箇の水源地

　
　
当
町
は
八
ヶ
岳
山
系
で
豊
富

な
水
源
が
あ
り
ま
す
。
五
箇
水
源
、

八
岳
水
源
、
上
智
水
源
と
も
水
質

が
良
く
、
高
冷
地
で
あ
り
冬
期
の

気
象
条
件
か
ら
見
て
、
最
高
の
天

然
氷
が
で
き
る
条
件
を
満
た
し
て

い
ま
す
。
天
然
氷
の
定
義
は
厳
し

い
冬
に
自
然
の
寒
さ
だ
け
で
じ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
作
っ
た
氷

で
す
。
当
地
で
も
生
産
し
て
は
と

思
い
ま
す
が
。

　
　
　
氷
を
作
っ
て
産
業
に
と
の

こ
と
、
ま
た
冬
の
働
き
口
を
作
る

と
言
う
こ
と
は
大
変
良
い
事
だ
と

は
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
町
の
豊
富
な
湧

水
、
冬
の
厳
し
い
寒
さ
を
活
か
す

発
想
は
ブ
ラ
ン
ド
品
を
考
え
て
い

く
上
で
大
事
な
事
と
思
い
ま
す
。

　
　
気
象
条
件
、
道
路
等
条
件
か

ら
見
て
五
箇
水
源
で
ビ
ニ
ー
ル
シ

ー
ト
に
て
池
を
作
り
、
試
験
的
に

実
施
す
る
事
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
条
件
、
冬
期
の
仕
事
、
障

が
い
者
の
皆
様
の
働
き
口
等
実
現

す
る
に
は
現
実
は
相
当
厳
し
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
信
州
の
美
味
し

い
水
五
十
選
に
五
箇
の
水
が
掲
載

　

　
　
議
員
も
、
町
の
職
員
も
、
町

民
も
現
地
を
見
て
判
断
し
て
は
と

思
い
ま
す
が
。

　
　
　
今
の
所
、
意
見
は
あ
り
ま

せ
ん
。
八
那
池
区
の
皆
さ
ん
で
決

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
れ
て
い
ま
す
が
天
然
氷
造
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
も
含
め
無
い
と
こ
ろ
か

ら
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
な
か
な

か
難
し
い
。
関
連
企
業
が
あ
り
、

氷
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
く
れ
れ

ば
、
そ
れ
に
対
し
て
は
支
援
す
る

こ
と
は
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
八
那
池
区
の
管
轄
で
す
が
林

間
学
校
、
京
華
学
園
が
来
年
撤
退

す
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
敷
地

は
３
３
０
０
０
㎡
、
グ
ラ
ン
ド
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
現

状
で
、
建
物
は
撤
去

し
、
更
地
と
し
て
返

還
予
定
将
来
、
憩
う

ま
ち
こ
う
み
で
利
用

す
る
と
か
町
民
の
憩

い
の
場
所
と
し
て
利

用
し
て
は
と
考
え
ま

す
が
。

　
　
　
先
般
、
八
那

池
区
の
区
の
代
表
の

皆
さ
ん
が
来
庁
し
ま

し
た
が
、
町
と
し
て

は
使
い
た
い
と
か
、

や
り
た
い
と
言
う
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

町
長

町
長

一
　
般
　
質
　
問

「天然氷」生産販売で町の活性化を

町長　現実は相当厳しい

問

答

問

問町
長

産
業
建
設
課
長

産
業
建
設
課
長

問

小池　捨吉議員

問
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提案者　小海町議会議員　篠原　伸男
賛成者　　　　同　　　　小池　捨吉
　　　　　　　同　　　　有坂　辰六
　　　　　　　同　　　　篠原　義從
　　　　　　　同　　　　的埜美香子
　　　　　　　同　　　　井出　　薫
　　　　　　　同　　　　新津　孝徳

す
る
﹂
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
８
日
の
小
海
町
議
会
全
員
協

議
会
で
、
町
か
ら
８
月
に
渡
辺
均
議

員
、
井
上
一
郎
議
員
か
ら
店
舗
新
築

等
助
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
調
査

・
確
認
を
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
績
報
告
書

に
領
収
書
を
添
付
し
ま
し
た
が
、
領

収
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
が
実
際
に

は
額
面
通
り
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
弁
護
士

・
会
計
士
に
相
談
し
ま
し
た
。
﹁
領

収
書
と
い
う
も
の
は
、
最
も
大
切
な

も
の
で
、
不
正
な
領
収
書
を
利
用
す

る
こ
と
は
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
、
法
令
等
に
則
り
、
厳
格

に
対
応
す
べ
き
で
、
こ
れ
を
曖
昧
に

し
て
し
ま
う
こ
と
は
町
と
し
て
適
正

で
な
い
。
﹂
と
い
う
強
い
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
小
海
町

店
舗
新
築
等
助
成
事
業
実
施
要
綱
第

10
条
に
よ
り
、
返
還
命
令
を
出
す
準

備
を
進
め
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
席
上
、
渡
辺
議
員
、
井
上
議

員
か
ら
領
収
書
に
つ
い
て
、
実
際
の

支
払
金
額
と
報
告
し
た
領
収
書
金
額

　
小
海
町
議
会
議
員
渡
辺
均
君
の
申

請
し
て
い
た
小
海
町
店
舗
新
築
等
助

成
事
業
の
実
績
報
告
書
に
添
付
し
た

領
収
書
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し

た
こ
と
は
町
議
員
や
町
政
全
体
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な
い
、

小
海
町
議
会
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
井

上
一
郎
君
に
対
し
、
議
員
辞
職
を
勧

告
す
る
た
め
。

　
２
０
２
０
年
９
月
９
日
信
濃
毎
日

新
聞
報
道
﹁
小
海
町
議
が
不
正
領
収

書
﹂
町
内
に
衝
撃
が
走
る
。
渡
辺
均

議
員
﹁
議
員
と
し
て
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
。
﹂
井
上
一
郎
議
員
﹁
猛

省
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
小
海
町

議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
﹁
渡
辺

均
議
員
の
民
泊
事
業
に
対
し
て
、
申

請
書
通
り
活
動
し
て
い
る
か
、
助
成

金
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
﹂
と

質
疑
さ
れ
、
町
は
﹁
調
査
し
、
報
告

　
今
回
私
ど
も
初
め
て
議
員
辞
職
勧

告
決
議
と
い
う
も
の
を
提
案
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
ま

た
同
僚
議
員
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

し
て
議
長
と
当
事
者
を
除
く
、
私
達

７
人
の
議
員
は
大
変
断
腸
の
思
い
で

あ
り
ま
し
た
。
同
僚
の
議
員
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
か
ら
そ

の
結
果
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
結

果
、
苦
渋
の
決
断
と
し
て
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
小
海
町
店
舗
新
築
等
助
成
事
業
実

施
要
綱
第
10
条
の
規
定
︵
提
出
書
類

の
記
載
事
項
に
虚
偽
が
あ
る
と
き
︶

に
よ
り
、
助
成
金
の
返
還
を
命
じ
ら

れ
た
こ
と
は
町
議
員
や
町
政
全
体
に

対
す
る
町
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
な

い
、
小
海
町
議
会
の
名
誉
を
傷
つ
け

た
渡
辺
均
君
に
対
し
、
議
員
辞
職
を

勧
告
す
る
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。

渡辺均議員、井上一郎議員に対する
辞職勧告決議について
渡辺均議員、井上一郎議員に対する
辞職勧告決議について

渡
辺
均
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
決
議
　
提
案
理
由

井
上
一
郎
議
員
に
対
す
る

辞
職
勧
告
決
議
　
提
案
理
由

辞
職
勧
告
決
議
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有
坂
　
辰
六

辞職勧告決議に対する賛否の状況
（議員氏名）

（議案名等）

古
谷
　
恒
晴

渡

辺

　

均

井
出
　
幸
実

井
上
　
一
郎

小
池
　
捨
吉

篠
原
　
義
從

的
埜
美
香
子

井

出

　

薫

新
津
　
孝
徳

鷹
野
弥
洲
年

議

長

職

篠
原
　
伸
男

（○は賛成　×は反対）

発議第７号　渡辺均議員に対する辞職勧告決
議について
発議第８号　井上一郎議員に対する辞職勧告
決議について

※発議第８号　井上一郎議員に対する辞職勧告決議については可否同数となり議長裁決により可決となる。

×

×

除斥

×

○

×

×

除斥

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

が
違
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
旨
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
渡
辺

議
員
は
降
雪
で
屋
根
の
葺
き
替
え
が

終
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
終
わ
れ
ば
払

う
と
い
う
こ
と
で
、
す
で
に
全
額
払

っ
た
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
議
員
か
ら
﹁
こ
れ
は
不

正
取
得
か
﹂
と
い
う
質
問
に
対
し
、

町
は
渡
辺
議
員
か
ら
は
７
月
に
払
っ

た
と
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
実

績
報
告
書
に
添
付
さ
れ
た
領
収
書
は

虚
偽
の
も
の
で
、
不
正
に
な
り
ま
す
。﹂

の
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
席
上
、
議
員
か
ら
﹁
助
成
金
の
返

還
は
町
議
員
と
し
て
、
大
変
由
々
し

き
問
題
で
、
小
海
町
議
会
が
吹
っ
飛

ぶ
﹂
旨
の
発
言
も
出
ま
し
た
。
更
に
、

他
の
議
員
か
ら
は
﹁
議
員
は
公
の
人

間
で
あ
り
、
自
ら
ど
う
す
る
と
い
う

も
の
は
自
分
で
し
っ
か
り
判
断
し
た

行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
旨

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
の
総
務
産
業
常
任
委
員

会
で
、
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
業

は
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
他
に
申
請
書
に
は
載
っ
て
な
い
工

議
員
は
議
員
と
し
て
町
民
か
ら
付
託

を
受
け
た
立
場
と
職
責
を
十
分
に
認

識
し
、
法
令
・
条
例
等
を
遵
守
し
、

良
識
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
議
員
は
、
町
政
が
適

切
に
町
民
の
た
め
に
遂
行
さ
れ
て
い

る
か
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
職
責
が
あ
り
、
常
に
品
位
と

名
誉
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
は
慎
み
、

不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
一
切
の
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
﹂
と
の
結

論
に
な
り
ま
し
た
。
議
長
・
当
事
者

を
除
く
７
人
の
議
員
は
今
回
の
渡
辺

均
議
員
、
井
上
一
郎
議
員
の
行
為
は

町
民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
小
海
町
議
会
の
名
誉

と
権
威
を
も
著
し
く
傷
つ
け
た
こ
と

は
議
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
自
ら

の
責
め
を
負
っ
て
、
社
会
的
道
義
的

責
任
を
感
じ
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り

直
ち
に
議
員
の
職
を
辞
す
こ
と
を
こ

こ
に
勧
告
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

　
　
令
和
２
年
９
月
18
日

　
　
　
　
　
小
　
海
　
町
　
議
　
会

事―

屋
根
の
雪
止
め
や
作
業
路
の
砂

利
を
敷
く
工
事
が
残
っ
て
い
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
申
請
し
た
工

事
は
終
わ
っ
た
の
に
、
渡
辺
議
員
は

前
述
で
追
加
の
屋
根
の
葺
き
替
え
が

済
め
ば
支
払
う
旨
の
発
言
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
工
事
は
別
だ
か
ら
領
収

書
通
り
に
何
故
、
支
払
い
を
し
な
か

っ
た
か
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
９
月
15
日
の
全
員
協
議
会
に
井
上

議
員
は
弁
明
書
を
提
出
し
﹁
議
会
運

営
委
員
長
の
職
を
辞
す
﹂
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
渡
辺
議
員
か
ら
は

﹁
二
人
で
判
断
し
、
過
去
に
も
こ
う

い
う
事
例
が
あ
る
と
判
断
し
、
許
容

さ
れ
る
範
囲
だ
と
い
う
こ
と
で
、
Ｏ

Ｋ
し
た
﹂
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
去
に
お
い
て
小
海
町
行

政
上
、
渡
辺
議
員
の
発
言
内
容
の
事

実
は
皆
無
で
す
。

　
二
人
が
退
席
し
た
後
、
小
海
町
議

会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

協
議
し
ま
し
た
が
、
前
例
の
な
い
ケ

ー
ス
で
結
論
が
出
ず
先
送
り
に
な
り

ま
し
た
。

　
翌
16
日
、
再
び
全
員
協
議
会
を
開

催
し
協
議
し
た
結
果
﹁
小
海
町
議
会
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編  

集  

後  

記

　
今
定
例
会
の
会
期
中
に
町
よ
り
店
舗
改
装
助
成
事
業

に
係
る
助
成
金
の
不
適
切
な
扱
い
に
複
数
の
議
員
が
関

与
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
大
き
な
問
題
と
な
り
、

新
聞
報
道
も
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
当
事
者
は
委
員
会

の
委
員
の
辞
職
、
更
に
は
本
日
の
本
会
議
に
お
い
て
辞

職
勧
告
案
が
提
出
さ
れ
採
決
に
至
る
と
い
う
事
態
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
は
ま

こ
と
に
遺
憾
に
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て
町
民

に
対
し
て
ご
心
配
と
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
小
海

町
や
議
会
の
信
用
の
失
墜
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
憂
慮

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
職
員
に
対
す
る
厳
重

注
意
、
ま
た
訓
告
処
分
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

起
き
て
し
ま
っ
た
事
例
は
元
に
は
も
ど
り
ま
せ
ん
が
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
組
織
管

理
体
制
の
充
実
、
強
化
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
議
会
議
員
も
町
職
員
も
綱
紀
粛
正
に
努
め
、
信

頼
の
回
復
と
適
正
な
行
政
の
推
進
に
努
め
て
行
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
規
範
と
な
る
よ
う
な
議
員

と
し
て
の
役
割
、
職
員
と
し
て
の
責
務
、
そ
れ
ぞ
れ
の

存
在
意
義
に
つ
い
て
原
点
に
返
り
し
っ
か
り
と
認
識
を

し
、
議
員
・
理
事
者
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
よ

い
町
づ
く
り
、
よ
り
よ
い
小
海
町
を
目
指
し
、
職
務
の

遂
行
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
致
し
ま
す
。

最
終
日

議
員
辞
職
勧
告
決
議
を
受
け
て

小
海
町
議
会
議
長
　
鷹
野
弥
洲
年

議
会
だ
よ
り 

発
　
行
/小
海
町
議
会

編
　
集
/議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

責
任
者
/議
長
　
鷹
野
弥
洲
年
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９
月
定
例
会
に
は
、
８
人
の
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
考
え
、
意
見
、
提
案
が
な
さ
れ
町
側
に

も
大
い
に
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
物
議
に
問
わ

れ
た
議
会
で
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
の
役

割
も
し
っ
か
り
と
弁
え
た
姿
勢
が
垣
間
見

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
任
期
途
中
に
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
議
長
が
中
心
と
な
り
ス
ム

ー
ズ
な
補
充
が
で
き
、
議
会
運
営
に
支
障

の
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
議
会
の
ま
と

ま
り
の
あ
る
表
れ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
国

の
ト
ッ
プ
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
世
の

中
は
常
に
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
小
海

町
議
会
も
爽
や
か
な
秋
風
の
よ
う
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
︵
編
集
委
員
　
新
津
　
孝
徳
︶

　
　
　
　
　
　
編
集
責
任
者
　
鷹
野
弥
洲
年

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
井
出
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
新
津
　
孝
徳

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
的
埜
美
香
子

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
有
坂
　
辰
六

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
あ
い
さ
つ  

新
津
　
孝
徳

　
こ
の
度
、
突
然
で
は
あ
り
ま
す

が
議
会
運
営
委
員
長
を
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
態
は

ど
う
あ
れ
議
会
の
組
織
が
不
完
全

な
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
議
会

を
円
滑
に
、
し
か
も
効
率
的
に
運

営
す
る
た
め
誠
心
誠
意
努
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
先
輩
委
員
に
ご
指
導
い
た
だ
き
た
く
と
共
に

議
員
全
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
責
務
を
全
う
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長
　
新
津
　
孝
徳

副
委
員
長
　
的
埜
美
香
子

委
　
　
員
　
井
出
　
　
薫

委
　
　
員
　
有
坂
　
辰
六
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